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運用報告書（全体版） 

ワールド・リート・オープン
（毎月決算型）為替ヘッジあり 

 

 
 

第48期（決算日：2021年１月12日） 

第49期（決算日：2021年２月10日） 

第50期（決算日：2021年３月10日） 

第51期（決算日：2021年４月12日） 

第52期（決算日：2021年５月10日） 

第53期（決算日：2021年６月10日） 
 

 

 
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ワールド・リート・オープン（毎

月決算型）為替ヘッジあり」は、去る６月10日に第53

期の決算を行いましたので、法令に基づいて第48期～

第53期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 2027年１月８日まで（2017年１月20日設定） 

運 用 方 針 
安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を目指し
て運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

ワールド・リート・オープン マザーファ
ンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の上場不動産投資信託（リート） 

運 用 方 法 

・世界各国の上場不動産投資信託に分散投資します。 
・ポートフォリオの構築は、トップダウンで国や地域、
セクター配分等を決定し、ボトムアップで個別銘柄を
選定するという、２つのアプローチ（運用手法）の融
合によって行います。 

・相対的に割安で好配当が期待される銘柄に投資し、安
定した配当利回りの確保と、値上がり益の獲得を目指
します。 

・実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行い、為替変動リスクの低減をはかります。なお、
為替ヘッジが困難な一部の通貨については、当該通貨
との相関等を勘案し、他の通貨による代替ヘッジを行
う場合があります。 

・マザーファンドの運用の指図に関する権限を、モルガ
ン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・
インク、モルガン・スタンレー・インベストメント・
マネジメント・リミテッドおよびモルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメント・カンパニー
に委託します。なお、2021年３月31日以降、モルガン・
スタンレー・インベストメント・マネジメント・リミ
テッドは運用指図に関する権限の一部を、ＭＳＩＭ
ファンド・マネジメント（アイルランド）リミテッド
に更に委託することができます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への実質投資は、債
券買い現先取引に限ります。 

・投資信託証券への実質投資割合に制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合に制限を
設けません。 

・同一銘柄の投資信託証券への実質投資
割合は、当ファンドの純資産総額の
10％以下とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・投資信託証券への投資割合に制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合に制限を設け
ません。 

・同一銘柄の投資信託証券への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以下
とします。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準
価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決定しま
す。ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わ
ないことがあります。なお、第３計算期末までの間は、
収益の分配は行いません。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント
　当作成期（過去６ヵ月間）の運用で主眼においたポイ
ントをご説明させていただきます。

不動産への直接投資と比較して割安と判断される銘柄を
中心に投資を行いました。

【第53期末における主なリート市場への投資比率と投資
のポイント】

◎北米（アメリカ68.0％）
　アメリカ市場においては、新型コロナウイルスの感染
状況の改善やワクチンの増強、景気刺激策の効果が、空
運・旅行、休暇、小売店来店者数、外食需要の増加等を
通じて顕著に見られたことから堅調なモメンタムが継続
し続伸、特に小売りや住宅リートの上昇が目立ちました。
　私募不動産ファンドには記録的な水準の資金が集まっ
ており、純資産価値（ＮＡＶ）と比較して株価が割安な
上場不動産・リートを買収する動きが再開すると考えて
います。コロナ禍において不動産の二極化が進行し、
キャッシュフローがコロナ前の水準を回復すると見込ま
れる、物流施設や郊外の低層住宅に加え、生活必需品中
心の小売りセクターは投資家の人気や借入条件が優位で
あり、不動産価格も堅調です。一方で、都心部のオフィ
スや高層アパートに加え、ビジネス需要中心のホテルや、
大型モールは需要の低迷が長期化するとの観測から取引
事例も少なく、売り手と買い手の希望価格の乖離が大き
くなっています。

　2021年１－３月期のリートの業績発表では、コロナ
後の不動産市場に関する注目が高まりました。住宅リー
トの業績では、サンベルト（米南部の温暖地帯）の郊
外・庭付き賃貸住宅の好調とは対照的に、都心の高層住
宅の苦戦が確認されましたが、後者の賃料や賃貸契約は
足元では改善傾向にあることが注目されています。オ
フィスも同様で、問い合わせや物件見学が増加しており、
ワクチン接種の普及により2021年後半には本格化する
とされるオフィス復帰を見据えた動きが活発化しました。
一方で、コロナ禍においてオフィスの実質賃料は一部の
都市で10－20％下落したと見られており、空室を新た
なテナントで埋めるには相応に時間を要すると考えられ、
当面オフィスのリートには厳しい局面が続くと見ていま
す。産業用施設の業績は引き続き好調で、コロナ禍にお
いて在庫積み増しの動きが見られたことや、長期的なｅ
コマースの成長余地を加味するとファンダメンタルズは
極めて健全と見られますが、旺盛な投資需要により不動
産価格も大きく上昇しており、バリュエーションの割安
性は乏しいと見ています。小売りのリートについては、
１－３月期がコロナ前との前年同期比較となる最後の四
半期であり、引き続き厳しい数字となりましたが、今後
はコロナ禍との比較となることや、昨年の未回収賃料が
回収されればキャッシュフローにプラスとなることから、
最悪期は脱しつつあると見られます。短期的には食品
スーパー等を中核テナントに持つショッピングセンター
の回復が予想される一方、デパートやアパレル等、問題
を抱えるテナントが多いリージョナル・モールは回復が
遅れる可能性があります。

　当ファンドの運用責任者を務めていたテッド・ビッグマン（Ted Bigman）は、2020年12月31日付で運用業務から
退き2021年１－３月期をもって引退しました。後任にはローレル・ダーキー（Laurel Durkay）が就任しました。ロー
レル・ダーキーは、ＭＳＩＭグループ（モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・グループ）の上場
不動産証券運用部門の責任者（マネージング・ディレクター）に就任し、当ファンドの運用責任者を務めます。運用
チームでは継続して当ファンドの運用改善に取組んでおり、足元ではパフォーマンスが改善しています。運用責任者交
代後も引き続き運用成績の改善に尽力しますので、一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

◎オーストラリア　6.5％
　オーストラリア市場では、フリーレント等インセン
ティブの上昇が見られるものの不動産市場は堅調です。
ファンダメンタルズ面では、小売りのリートは賃料や稼
働率、不動産価値のさらなる悪化という長期的な課題の
影響を受けています。一方で、物流などの産業用施設は
ファンダメンタルズが依然として強固であり、投資資金
の流入が続いています。

◎日本　9.3％
　日本市場では、東京を中心とするオフィス市場は、在
宅勤務が普及しにくい文化・社会的な背景も手伝い世界
最低水準の空室率を誇っており、引き続き世界的な投資
資本の流入が見られます。アジアのリート市場のなかで
は、依然としてＮＡＶとのバリュエーション比較などか
ら相対的に投資妙味が薄い一方で、日本銀行による買い
入れや低金利政策がリート価格の下支えになるとみてお
り、過度なアンダーウェイトは行わない方針です。

◎アジア（除く日本）（シンガポール3.4％、香港1.3％）
　シンガポール市場では、不動産取引市場はあまり活発
ではありませんでしたが、欧州の機関投資家による大規
模なオフィス物件の取得が確認されました。香港は、国
境の再開に伴い小売業のさらなる改善が見込まれます。
オフィスにおいても、不動産取引は活発ではないものの、
中国本土の需要は活発な資本市場活動に支えられて徐々
に持ち直すと見込まれます。

◎欧州（フランス2.7％、イギリス3.3％など）
　欧州市場では、欧州連合（ＥＵ）のワクチン接種キャ
ンペーンの後退により経済の再開が遅れていますが、商
業用不動産に対する需要は強く、オフィスと小売りを中
心にさらに回復すると見込まれます。オフィスでは景気
低迷により短期的に需要が停滞する可能性がありますが、
質の高いスペースの空室率は依然として低水準です。小
売りでは、店舗の再開は家賃徴収の回復につながる可能
性が高い一方、小売業者の体力は消耗しており、ワクチ

ン主導の回復が遅きに失したとの懸念などが逆風となり
ます。物流はファンダメンタルズや資金流入は引き続き
堅調に推移しています。一方、イギリスでは、大陸欧州
に先行しているワクチン接種プログラムが成功すれば、
数カ月前早く制限解除・経済活動の活発化が予想されま
す。ロンドンのオフィスでは、回復した需要が一部の優
良物件に集中・人気化するため、空室が目立つ物件では
ある程度の賃料下落が避けらないと見ています。小売業
においては、ショッピングセンターの賃料や不動産価格
の更なる悪化が想定されます。

モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク
運用総責任者※：　ローレル・ダーキー

※運用委託先のグローバル・リート運用における運用総
責任者です。
※上記は、ＭＳＩＭグループ（モルガン・スタンレー・
インベストメント・マネジメント・グループ）の資料
を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

（注）上記の投資比率はマザーファンドにおける対純資
産比率です。
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 
24期(2019年１月10日) 9,266 10 △ 4.6 10,071 △ 4.6 94.1 136 
25期(2019年２月12日) 9,875 10 6.7 10,940 8.6 95.4 135 
26期(2019年３月11日) 9,723 10 △ 1.4 10,838 △ 0.9 94.2 130 
27期(2019年４月10日) 9,904 10 2.0 11,109 2.5 94.0 135 
28期(2019年５月10日) 9,751 10 △ 1.4 11,030 △ 0.7 94.0 134 
29期(2019年６月10日) 9,797 10 0.6 11,305 2.5 95.3 135 
30期(2019年７月10日) 9,912 10 1.3 11,567 2.3 94.4 135 
31期(2019年８月13日) 9,603 10 △ 3.0 11,422 △ 1.2 94.9 166 
32期(2019年９月10日) 9,822 10 2.4 11,751 2.9 95.9 171 
33期(2019年10月10日) 9,839 10 0.3 11,923 1.5 95.2 172 
34期(2019年11月11日) 9,907 10 0.8 11,762 △ 1.3 95.4 173 
35期(2019年12月10日) 9,985 10 0.9 11,943 1.5 95.8 174 
36期(2020年１月10日) 9,788 10 △ 1.9 11,725 △ 1.8 95.6 170 
37期(2020年２月10日) 9,923 10 1.5 12,132 3.5 93.0 144 
38期(2020年３月10日) 8,490 10 △14.3 10,566 △12.9 92.3 123 
39期(2020年４月10日) 7,403 10 △12.7 9,397 △11.1 94.4 109 
40期(2020年５月11日) 7,019 10 △ 5.1 9,053 △ 3.7 95.2 104 
41期(2020年６月10日) 7,985 10 13.9 10,213 12.8 95.4 119 
42期(2020年７月10日) 7,092 10 △11.1 9,322 △ 8.7 94.9 104 
43期(2020年８月11日) 7,446 10 5.1 9,862 5.8 96.0 111 
44期(2020年９月10日) 7,363 10 △ 1.0 9,792 △ 0.7 95.8 110 
45期(2020年10月12日) 7,490 10 1.9 9,990 2.0 95.6 111 
46期(2020年11月10日) 7,748 10 3.6 10,082 0.9 97.2 115 
47期(2020年12月10日) 8,014 10 3.6 10,409 3.2 95.5 116 

48期(2021年１月12日) 7,804 10 △ 2.5 10,274 △ 1.3 94.9 113 
49期(2021年２月10日) 8,241 10 5.7 10,904 6.1 95.6 118 
50期(2021年３月10日) 8,302 10 0.9 11,013 1.0 95.3 120 
51期(2021年４月12日) 8,698 10 4.9 11,621 5.5 95.8 126 
52期(2021年５月10日) 9,081 10 4.5 12,082 4.0 95.9 128 
53期(2021年６月10日) 9,587 10 5.7 12,807 6.0 96.4 133 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 
（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投資信託

（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョー
ンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信株式会社に付与されています。
Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。   
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第48期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2020年12月10日 8,014 － 10,409 － 95.5 

12月末 8,019 0.1 10,509 1.0 94.5 

(期  末)      

2021年１月12日 7,814 △2.5 10,274 △1.3 94.9 

第49期 

(期  首)      

2021年１月12日 7,804 － 10,274 － 94.9 

１月末 8,100 3.8 10,669 3.8 95.4 

(期  末)      

2021年２月10日 8,251 5.7 10,904 6.1 95.6 

第50期 

(期  首)      

2021年２月10日 8,241 － 10,904 － 95.6 

２月末 8,339 1.2 11,071 1.5 95.3 

(期  末)      

2021年３月10日 8,312 0.9 11,013 1.0 95.3 

第51期 

(期  首)      

2021年３月10日 8,302 － 11,013 － 95.3 

３月末 8,585 3.4 11,447 3.9 95.9 

(期  末)      

2021年４月12日 8,708 4.9 11,621 5.5 95.8 

第52期 

(期  首)      

2021年４月12日 8,698 － 11,621 － 95.8 

４月末 9,082 4.4 12,064 3.8 96.4 

(期  末)      

2021年５月10日 9,091 4.5 12,082 4.0 95.9 

第53期 

(期  首)      

2021年５月10日 9,081 － 12,082 － 95.9 

５月末 9,188 1.2 12,223 1.2 96.0 

(期  末)      

2021年６月10日 9,597 5.7 12,807 6.0 96.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

運用経過
第48期～第53期：2020年12月11日～2021年６月10日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

（百万円）

0

200

400
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800

2020/12/10 2021/２/９ 2021/４/８ 2021/６/９

参考指数：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛
純資産総額：右目盛

第 48 期 首 8,014円
第 53 期 末 9,587円
既払分配金 60円
騰 落 率 20.5％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

基準価額は当作成期首に比べ20.5％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

世界中で新型コロナウイルスのワクチン開発・供給の動きが広が
りを見せるなか、アメリカを中心に経済正常化に対する期待が高
まったことや、低金利環境の継続期待が高まったことなどが好感
されました。また、不動産のファンダメンタルズに対する回復期
待や、リートの良好な業績見通しに加え、2021年４月以降で複
数のＭ＆Ａ（合併・買収）が発表されたこともリート市場へのサ
ポート材料となりました。
個別銘柄では、世界最大級の物流施設リートである
「PROLOGIS INC」（アメリカ／産業用施設）や、世界最大級
のセルフ・ストレージ・リートである「PUBLIC STORAGE」
（アメリカ／倉庫）の保有などが基準価額の上昇要因となりまし
た。

上昇要因

為替ヘッジのためのコストなどが、基準価額の下落要因となりま
した。

下落要因

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

第48期～第53期：2020年12月11日～2021年６月10日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

ワールド・リート・オープン（毎月
決算型）為替ヘッジあり
ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
組入比率を高位に保ちました。また、実
質組入外貨建資産に対しては対円で為替
ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を
はかりました。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。
ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合により行いました。なお、運用の指図

に関する権限は、モルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメン
ト・インク、モルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・リミ
テッドおよびモルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・カンパ
ニーに委託しています。不動産への直接
投資と比較して（純資産価値対比）割安
と判断される銘柄への投資を継続しまし
た。また、配当利回りの高い銘柄を精査
し、配当性向や負債依存度、業績動向な
どを考慮のうえ、割安度合いの修正によ
る価格上昇への確信度に応じて、各国・
地域や各不動産の用途に対する投資配分
や組入銘柄の投資比率を変更しました。
当作成期は、不動産への直接投資と比較
して（純資産価値対比）割安と判断され

先進国リート市況
先進国リート市況は、当作成期を通して
みると上昇しました。
当作成期首から当作成期末にかけては、
世界的に長期金利が上昇した一方、新型
コロナウイルスのワクチン開発・供給の
動きなどを受けた経済正常化期待に加え、
不動産のファンダメンタルズに対する回
復期待や、リートの良好な業績見通しな

どが好感され、当作成期を通してみると
上昇しました。期間を通しては、国・地
域別では、アメリカや日本の上昇などが
プラスに寄与しました。不動産用途別で
は、倉庫のリートはセルフ・ストレージ
市場の良好な事業環境などを受けて大き
く上昇したほか、小売りのリートは小売
業に対する投資家心理の回復などを背景
に上昇しました。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

る一部の業種を投資妙味があると判断し、
引き続き、小売りなどを高位に組み入れ
ました。また、運用責任者の変更を受け
たポートフォリオの修正を通して、相対
的にキャッシュフローの成長期待が高い
とみる専門特化型や倉庫に加え、高齢者
向け住宅を中心に事業環境の好転が期待
されるヘルスケアなどの組入比率を引き
上げました。他方、キャッシュフロー成
長率などの業績動向を考慮すると相対的
に投資妙味が薄れると判断し、オフィス
や住宅セクターなどの組入比率を引き下
げました。
ポートフォリオの個別銘柄では、世界最
大級のデータ・センター・リートである
「EQUINIX INC」（専門特化型／アメリ
カ）や、カジノ関連施設を手掛ける「VICI 
PROPERTIES INC」（専門特化型／アメ
リカ）などを新規に組み入れた一方、ア
メリカ沿岸部のアパートメントを手掛け
る「EQUITY RESIDENTIAL」（住宅／ア
メリカ）や、大手物流リートである「DUKE 
REALTY CORP」（産業用施設／アメリ
カ）などの全売却を実施しました。

国・地域別上位の組入比率
国・地域別上位の組入比率は、当作成期
首のアメリカ63.8％、日本7.8％、オー
ストラリア7.8％などから、当作成期末に
はアメリカ68.0％、日本9.3％、オース
トラリア6.5％などとしました。

業種別上位の組入比率
業種別上位の組入比率は、当作成期首の
小売り18.7％、産業用施設16.4％、オ
フィス16.3％から、当作成期末には小売
り19.6％、産業用施設15.3％、専門特化
型13.2％などとしました。

ポートフォリオ特性値
配当利回りは、先進国リート市況の上昇
やポートフォリオの修正などを通じて、
当作成期首の4.32％から当作成期末には
2.79％となりました。

（注）配当利回りはマザーファンドで保有している
リートの実績配当利回りをマザーファンドの
純資産に対する比率で加重平均した年率換算
配当利回りです。税金・信託報酬等は考慮し
ていません。（出所：Bloombergをもとに三
菱ＵＦＪ国際投信作成）

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

第48期～第53期：2020/12/11～2021/６/10

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算しています。

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。上記のグラフは当ファンド
（ベビーファンド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引き後配当込み、円ヘッジ）です。

（％）
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2021/１/12

第49期
2021/１/12 ～
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2021/３/10 ～
2021/４/12
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2021/４/12 ～
2021/５/10
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2021/５/10 ～
2021/６/10

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第48期

2020年12月11日～
2021年１月12日

第49期
2021年１月13日～
2021年２月10日

第50期
2021年２月11日～
2021年３月10日

第51期
2021年３月11日～
2021年４月12日

第52期
2021年４月13日～
2021年５月10日

第53期
2021年５月11日～
2021年６月10日

当期分配金
（対基準価額比率）

10
（0.128％）

10
（0.121％）

10
（0.120％）

10
（0.115％）

10
（0.110％）

10
（0.104％）

当期の収益 10 7 10 10 10 10

当期の収益以外 － 2 － － － －

翌期繰越分配対象額 908 906 917 942 943 948

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ワールド・リート・オープン（毎月
決算型）為替ヘッジあり
引き続き、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち運用を行っていく方針です。ま
た、実質組入外貨建資産に対しては、原
則として対円で為替ヘッジを行い、為替
変動リスクの低減をはかります。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
引き続き、世界各国のリートに分散投資
を行い、リスク分散を図った上で安定し
た配当利回りの確保と長期的な信託財産
の成長を目指します。
当面の運用としては、マクロ環境や実物
不動産市況の変化、リート各社の経営内
容などに着目しつつ、不動産への直接投
資と比較して（純資産価値対比）割安と
判断される銘柄への投資を継続していき
ます。また、配当利回りの高い銘柄を精
査し、配当性向や負債依存度、業績動向
などを考慮のうえ、割安度合いの修正に
よる価格上昇への確信度に応じて、銘柄
への投資比率を変更していく方針です。

米不動産用途別の投資判断に関して、小
売りや専門特化型（データセンターな
ど）に加え、今後に事業環境の回復が相
対的に大きく見込める高齢者向け住宅な
どのヘルスケア・リートを選好していま
す。一方で、オンラインショッピング市
場の拡大などを受けて、事業環境が相対
的に良好である産業用施設は、将来の期
待成長がリートの投資口価格に十分に織
り込まれているため、相対的に投資妙味
が薄いとみています。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

2020年12月11日～2021年６月10日

１万口当たりの費用明細

項目
第48期～第53期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 72 0.849 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (42) (0.493) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (26) (0.301) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (5) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 7 0.077 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (7) (0.077)

(ｃ)有価証券取引税 1 0.012 (ｃ)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

(投資信託証券 ) (1) (0.012)

(ｄ)そ の 他 費 用 10 0.114 (ｄ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.008) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (9) (0.104) 信託事務の処理等に要するその他諸費用（権利割当にかかる現地徴収税等）

合　　計 90 1.052

作成期中の平均基準価額は、8,499円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.93％です。

運用管理費用（投信会社）
0.99％

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.23％

総経費率
1.93％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○売買及び取引の状況 (2020年12月11日～2021年６月10日) 

 

銘 柄 
第48期～第53期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ワールド・リート・オープン マザーファンド 6,391 15,366 12,075 29,233 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月11日～2021年６月10日) 

 

＜ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 

第48期～第53期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 657 29 4.4 663 19 2.9 

 
 
 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

区       分 

第48期～第53期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 12,626 2,469 19.6 41,314 7,786 18.8 

平均保有割合 0.1%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

種     類 
第48期～第53期 

買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 673 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○組入資産の明細 (2021年６月10日現在) 

 

銘 柄 
第47期末 第53期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 51,590 45,906 130,163 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年６月10日現在) 

項 目 
第53期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 130,163 96.3 

コール・ローン等、その他 5,009 3.7 

投資信託財産総額 135,172 100.0 
 

（注） ワールド・リート・オープン マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（150,529,239千円）の投資信託財産総額

（168,659,759千円）に対する比率は89.3％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝109.65円 １カナダドル＝90.51円 １ユーロ＝133.49円 １イギリスポンド＝154.75円 

１オーストラリアドル＝84.69円 １香港ドル＝14.13円 １シンガポールドル＝82.77円  

 

  

親投資信託残高 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第48期末 第49期末 第50期末 第51期末 第52期末 第53期末 

2021年１月12日現在 2021年２月10日現在 2021年３月10日現在 2021年４月12日現在 2021年５月10日現在 2021年６月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 210,550,378   220,381,477   223,761,504   234,106,561   240,515,462   248,915,957   

 コール・ローン等 3,584,762   4,616,349   5,696,337   4,060,974   5,766,027   4,979,582   

 ワールド・リート・オープン マザーファンド(評価額) 110,452,823   114,285,596   116,342,527   123,281,801   124,938,198   130,163,145   

 未収入金 96,512,793   101,479,532   101,722,640   106,763,786   109,811,237   113,773,230   

(B) 負債 96,873,895   102,099,604   103,474,942   107,381,497   111,611,248   114,927,370   

 未払金 96,549,536   101,795,016   102,871,445   107,044,654   109,146,897   114,601,188   

 未払収益分配金 145,664   143,531   144,890   145,699   141,951   139,757   

 未払解約金 462   3,257   301,826   18   2,153,534   36   

 未払信託報酬 177,829   157,447   156,429   190,693   168,481   185,969   

 未払利息 1   －   1   －   1   2   

 その他未払費用 403   353   351   433   384   418   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 113,676,483   118,281,873   120,286,562   126,725,064   128,904,214   133,988,587   

 元本 145,664,901   143,531,789   144,890,995   145,699,525   141,951,919   139,757,461   

 次期繰越損益金 △ 31,988,418   △ 25,249,916   △ 24,604,433   △ 18,974,461   △ 13,047,705   △  5,768,874   

(D) 受益権総口数 145,664,901口 143,531,789口 144,890,995口 145,699,525口 141,951,919口 139,757,461口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,804円 8,241円 8,302円 8,698円 9,081円 9,587円 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○損益の状況 

項 目 
第48期 第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 

2020年12月11日～ 
2021年１月12日 

2021年１月13日～ 
2021年２月10日 

2021年２月11日～ 
2021年３月10日 

2021年３月11日～ 
2021年４月12日 

2021年４月13日～ 
2021年５月10日 

2021年５月11日～ 
2021年６月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △        44   △        11   △        21   △        22   △         9   △        50   

 受取利息 1   －   －   －   －   －   

 支払利息 △        45   △        11   △        21   △        22   △         9   △        50   

(B) 有価証券売買損益 △ 2,706,909   6,509,700   1,174,790   6,053,035   5,665,065   7,403,186   

 売買益 832,474   7,898,385   5,301,087   9,545,346   6,687,581   8,928,258   

 売買損 △ 3,539,383   △ 1,388,685   △ 4,126,297   △ 3,492,311   △ 1,022,516   △ 1,525,072   

(C) 信託報酬等 △   184,172   △   157,800   △   156,780   △   191,126   △   168,865   △   186,387   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 2,891,125   6,351,889   1,017,989   5,861,887   5,496,191   7,216,749   

(E) 前期繰越損益金 △21,054,749   △23,419,015   △16,996,774   △15,958,179   △ 9,763,103   △ 4,330,419   

(F) 追加信託差損益金 △ 7,896,880   △ 8,039,259   △ 8,480,758   △ 8,732,470   △ 8,638,842   △ 8,515,447   

 (配当等相当額) (   6,840,109)  (   6,828,589)  (   7,029,318)  (   7,171,420)  (   7,128,379)  (   7,034,752)  

 (売買損益相当額) (△14,736,989)  (△14,867,848)  (△15,510,076)  (△15,903,890)  (△15,767,221)  (△15,550,199)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △31,842,754   △25,106,385   △24,459,543   △18,828,762   △12,905,754   △ 5,629,117   

(H) 収益分配金 △   145,664   △   143,531   △   144,890   △   145,699   △   141,951   △   139,757   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △31,988,418   △25,249,916   △24,604,433   △18,974,461   △13,047,705   △ 5,768,874   

 追加信託差損益金 △ 7,896,880   △ 8,039,259   △ 8,480,758   △ 8,732,470   △ 8,638,842   △ 8,515,447   

 (配当等相当額) (   6,843,947)  (   6,829,281)  (   7,032,902)  (   7,175,148)  (   7,130,358)  (   7,034,996)  

 (売買損益相当額) (△14,740,827)  (△14,868,540)  (△15,513,660)  (△15,907,618)  (△15,769,200)  (△15,550,443)  

 分配準備積立金 6,394,084   6,181,468   6,265,074   6,550,607   6,266,330   6,216,034   

 繰越損益金 △30,485,622   △23,392,125   △22,388,749   △16,792,598   △10,675,193   △ 3,469,461   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 145,815,079円 

作成期中追加設定元本額 12,971,759円 

作成期中一部解約元本額 19,029,377円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9587円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は5,768,874円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2020年12月11日～ 
2021年１月12日 

2021年１月13日～ 
2021年２月10日 

2021年２月11日～ 
2021年３月10日 

2021年３月11日～ 
2021年４月12日 

2021年４月13日～ 
2021年５月10日 

2021年５月11日～ 
2021年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 499,684円 109,407円 305,313円 495,537円 163,961円 200,951円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 6,843,947円 6,829,281円 7,032,902円 7,175,148円 7,130,358円 7,034,996円 

分配準備積立金額 6,040,064円 6,215,592円 6,104,651円 6,200,769円 6,244,320円 6,154,840円 

当ファンドの分配対象収益額 13,383,695円 13,154,280円 13,442,866円 13,871,454円 13,538,639円 13,390,787円 

１万口当たり収益分配対象額 918円 916円 927円 952円 953円 958円 

１万口当たり分配金額 10円 10円 10円 10円 10円 10円 

収益分配金金額 145,664円 143,531円 144,890円 145,699円 141,951円 139,757円 

④「ワールド・リート・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用とし

て、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の60以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。   
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○分配金のお知らせ  

 第48期 第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 10円 10円 10円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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